
























































































































所平衡概念を用いながら､標準的な "熱力学的な"定義として (5)を採用して､ SJcに対して非平衡
温度を定義している (第二番目の定義)[14,18]｡また､Hooverらは､いわゆる非平衡分子動力学シ
ミュレーションの立場から､Casas-Vazquezらの非平衡温度を批評して､静熱学との最も簡潔な一貫


































































-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5
qs
図1､基底状態と励起状態の一次元双安定ポテンシャル
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研究会報告
この論文で紹介 した内容は､主として､科学技術振興事業団の計算科学技術活用型特定研究推進事
業 ｢凝集反応系の非平衡非定常 ダイナミクスの研究｣ (研究代表者 長岡正隆) (課題番号 :ACT-
JST-98-A5-1)の援助により遂行 されたものである｡また部分的には筆者が基碇化学研究所に在職中に
採択された､文部省 科学研究費補助金 ｢基盤研究C｣ (課題番号 :08640660)の援助により実行され
たo最後に､基礎化学研究所所長であられた故福井謙一先生の長年にわたる温かい励ましに心から感
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